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奈

良

政

治

思

想

の

断

面

l
l
天

平

三

年

を

中

心

と

し

て

長

洋

は
じ
め
に

一
、
藤
原
武
智
麻
呂
と
仏
教
統
制

二
、
天
平
三
年
の
行
基

三
、
「
む
す
び
」
に
か
え
て

は

じ

め

に

思
想
は
そ
れ
自
体
と
し
て
個
人
的
に
受
容
さ
れ
る
が
、
乙
の
思
畑
出
が
社
会
的
存
在
で
あ
る
限
り
、
時
代
の
政
治
の
中
で
果
す
役
割
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
思
想
自
体
の
分
析
と
同
時
に
、
政
治
的
葛
藤
の
中
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
面
を
明
ら
か

に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

奈
良
時
代
の
政
治
史
を
解
明
し
つ
つ
天
平
三
年
の
行
基
の
運
動
公
認
を
め
ぐ
る
政
治
思
想
を
検
討
し
た
い
。

fヘ

一、』J

藤

原

武

智

麻

呂

と

仏

教

統

制

大
宝
律
令
が
完
成
し
た
後
、
官
は
こ
れ
を
施
行
す
る
の
に
熱
意
を
示
し
て
い
た
が
、
慶
雲
年
聞
か
ら
和
銅
雲
亀
年
聞
に
な
る
と
、
こ
の
体
制

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面



奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

の
矛
盾
が
現
わ
れ
、
大
土
地
所
有
、
浮
浪
人
の
問
題
が
起
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
と
仏
教
と
の
関
係
が
提
起
さ
れ
て
く
る
。

大
土
地
所
有
の
問
題
が
ま
ず
取
上
げ
ら
れ
た
の
は
慶
雲
三
年
（
七
O
六
）
で
あ
り
「
王
公
諸
臣
多
占
山
沢
、
不
事
耕
種
、
寛
懐
貧
装
、
空
妨

地
利
、
若
有
百
姓
採
柴
草
者
、
白
奪
其
器
、
令
大
主
巴
と
あ
る
。
次
い
で
和
銅
四
年
（
七
一
一
）

に
は
「
親
王
以
下
及
豪
強
之
家
、
多
占

山
野
、
妨
百
姓
業
」
と
し
「
有
応
墾
関
空
閑
地
者
、
宜
経
国
司
、
然
後
聴
官
処
分
」
と
国
司
に
届
出
た
場
合
に
は
空
閑
地
の
開
墾
を
認
め
て

い
る
。
そ
し
て
和
銅
六
年
（
七
一
一
ニ
）
に
は

制
諸
寺
多
占
田
野
、
其
数
無
限
、
宜
自
今
以
後
、
数
過
格
者
、
皆
還
収
之

と
あ
げ
戸
今
ま
で
の
「
王
臣
豪
強
家
」
の
外
に
寺
が
大
土
地
所
有
の
促
進
者
に
加
わ
っ
て
き
て
、
寺
と
大
土
地
所
有
の
結
合
及
び
こ
れ
に
対

す
る
統
制
策
が
問
題
と
な
る
。

雲
亀
二
年
（
七
二
ハ
）
五
月
十
五
日
の
詔
に
よ
る
と

諸
国
寺
家
多
不
如
法
、
或
草
堂
始
閥
、
争
求
額
題
、
瞳
幡
僅
施
、
即
訴
田
畝
、
或
房
舎
不
修
、
馬
牛
群
衆
、
門
庭
荒
廃
荊
聴
弥
生
、
遂
使

無
上
尊
像
永
蒙
塵
識
、
甚
深
法
蔵
不
免
風
雨
、
多
歴
年
代
、
絶
無
構
成
、
於
事
掛
量
、
極
帯
崇
敬
、
今
故
併
兼
数
寺
、
合
成
一
区
、
庶
幾

同
力
共
造
、
更
輿
頚
法
、

と
あ
り
、
数
寺
兼
併
と
い
う
強
行
策
が
現
わ
れ
る
校
こ
の
よ
う
な
策
を
と
る
背
後
に
は
「
叉
聞
、
諸
国
寺
家
、
堂
塔
雄
成
、
僧
尼
莫
住
、
仏
礼

無
聞
、
檀
越
子
孫
、
惣
摂
田
畝
、
専
養
妻
子
、
不
供
衆
僧
」
と
い
う
よ
う
に
、
寺
と
は
い
う
も
の
の
こ
の
寺
は
檀
越
の
手
に
支
配
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
檀
越
は
寺
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
寺
の
資
財
と
し
て
の
田
、
即
ち
寺
田
の
不
輸
租
の
特
権
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
寺
田
と
し
て
の
名
目
で
、
檀
越
の
大
土
地
所
有
巻
合
法
ル
判
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

出
雲
風
土
記
に
は
新
造
院
と
称
し
て
寺
院
の
乙
と
が
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
れ
ら
の
建
立
者
の
名
前
が
見
え
る
。

意
字
郡
舎
人
郷
教
畏
寺

教
畏
法
師
（
散
位
大
初
位
下
腹
首
押
麻
呂
の
祖
父
）



山
代
郡
新
造
院

，， 

新
造
院

山
国
郷
新
造
院

楯
縫
郡
沼
田
郷
新
造
院

出
雲
郡
河
内
郷
新
造
院

神
門
郡
朝
山
郷
新
造
院

置
君
自
熊

飯
石
郡
少
領
出
雲
臣
弟
山

置
部
根
緒

大
領
出
雲
臣
大
田

旧
大
領
置
部
臣
布
繭
（
今
の
大
領
佐
宜
鹿
の
祖
父
）

神
門
臣
等
（
大
領
に
神
門
臣
あ
り
）

大
原
郡
斐
伊
郷
新
造
院

古
士
山
郷
新
造
院
刑
部
臣
等
（
擬
少
領
に
刑
部
臣
あ
り
）

大
領
勝
部
君
虫
麻
呂

，， 

新
造
院

屋
裏
郷
新
造
院

斐
伊
郷
人
樋
伊
支
知
麻
呂

乙
の
十
一
寺
の
中
、
そ
の
建
立
者
が
現
在
郡
司
で
あ
る
も
の
三
人
、
旧
郡
司
で
あ
る
も
の
二
人
、
郡
司
の
一
族
と
思
わ
れ
る
も
の
二
人
、
そ
の

前
少
領
額
田
部
臣
押
島
（
今
の
少
領
伊
去
美
の
従
父
兄
）

他
四
人
で
、
郡
司
関
係
者
は
七
人
と
な
る
。
そ
の
他
の
四
人
も
こ
れ
ら
郡
司
関
係
者
と
変
ら
な
い
よ
う
な
勢
力
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
寺
の
檀
越
と
称
せ
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。
こ
の
出
雲
風
土
記
は
天
平
五
年
（
七
三
三
）
の
撰
進
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
記
さ

れ
た
寺
院
は
こ
の
年
に
現
存
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
実
際
の
建
立
年
代
は
こ
の
年
よ
り
遡
り
、
教
美
寺
と
出
雲
郡
河
内
郷
の
新
造
院
の
ニ
寺

は
現
存
す
る
人
物
の
祖
父
の
建
立
だ
か
ら
、
三
四
十
年
は
経
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
霊
亀
二
年
は
天
平
五
年
を
遡
る
乙
と
十
七
年
に
な
り
、
前
述

の
二
寺
は
霊
亀
二
年
に
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
他
の
寺
で
も
存
在
し
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
で
み
る
と
諸
国
の
寺
の
檀
越
と
い
う
も
の
が
郡
司
級
の
在
地
勢
力
者
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
和
銅
六
年
に
寺
が
多
く
田
野
を
占
む

と
い
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
檀
越
の
行
為
を
指
し
て
い
よ
う
し
、
霊
亀
二
年
の
詔
は
こ
の
よ
う
な
在
地
勢
力
者
が
、
寺
を
建
立
し
田
を
施
入

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

一一
一一
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し
寺
田
の
特
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
厳
し
く
指
弾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
土
地
所
有
え
の
趨
勢
の
中
で
和
銅
六
年
か
ら
こ
の
よ
う
に
諸
国
の
寺
の
土
地
所
有
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら

前
述
の
如
き
檀
越
の
活
動

l
換
言
す
れ
ば
在
地
勢
力
者
の
土
地
所
有
欲
が
か
な
り
問
題
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
意
欲
は
公
地
制
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
は
無
視
出
来
な
い
。

問
題
は
少
し
そ
れ
る
が
霊
亀
二
年
こ
の
よ
う
な
檀
越
の
活
躍
が
厳
し
く
指
弾
さ
れ
た
前
年
、
霊
亀
元
年
に
は
実
は
粟
の
栽
培
を
奨
励
す
る
詔

が
出
、
諸
国
百
姓
は
「
唯
趣
水
沢
之
種
、
不
知
陸
田
之
利
」
と
し
て

宜
令
百
姓
兼
種
麦
禾
、
男
夫
一
人
二
段

と
、
百
姓
が
陸
田
の
開
発
を
や
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
い
5
Fに
養
老
三
年
（
七
一
九
）
九
月
廿
三
日
の
詔
に
よ
る
と
、

給
天
下
民
戸
、
陸
田
一
町
以
上
二
十
町
以
下
、
輸
地
子
段
粟
三
升
也

と
あ
る
。
乙
こ
で
は
陸
田
の
所
有
が
二
十
町
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
霊
亀
元
年
の
詔
は
そ
の
中
に

「
若
有
百
姓
輸
粟
転
稲
者
聴
之
」

と
、
粟
で
も
っ
て
稲
の
代
用
と
な
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
陸
田
開
発
が
有
利
な
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
政
府

の
陸
田
開
発
え
の
熱
意
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
熱
意
は
こ
の
詔
で
い
う
よ
う
に
粟
が
貯
蔵
に
利
く
か
ら
と
い
う
の
は
表
面
的
な
理
由
で
、
養
老

三
年
の
詔
と
照
合
し
て
考
え
る
時
、
二
十
町
も
の
陸
田
所
有
を
な
し
う
る
の
は
、
や
は
り
在
地
勢
力
者
で
あ
る
し
、
こ
れ
を
合
法
的
に
認
め
て

い
る
の
は
、
片
方
で
大
土
地
所
有
の
禁
止
が
取
上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
猶
且
つ
、
在
地
で
は
大
土
地
所
有
欲
が
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
乙
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
在
地
の
大
土
地
所
有
え
の
意
欲
を
陸
田
開
発
の
方
え
「
教
導
」
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
養
老

六
年
（
七
ニ
ニ
）
に
な
る
と
百
万
町
歩
開
墾
を
企
図
す
る
と
同
時
に
「
部
内
百
姓
」
に
荒
閑
地
の
開
発
を
す
す
め
「
収
穫
雑
穀
、
三
千
石
己
上

賜
勲
六
等
、
一
千
石
己
上
終
身
勿
事
」
と
あ
る
。
「
雑
穀
」
と
あ
る
の
で
こ
れ
は
陸
田
に
よ
る
収
穫
物
を
指
す
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
陸
田
開

発
の
奨
励
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
形
の
空
閑
地
の
開
発
奨
励
は
翌
七
年
に
な
る
と
一
転
し
三
世
一
身
法
の
発
布
と
な
り
、
こ
こ
に
水
田



の
土
地
所
有
が
期
限
付
で
は
あ
る
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
土
地
政
策
上
の
一
両
期
と
な
る
。

だ
が
三
世
一
身
法
に
よ
っ
て
満
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
土
地
所
有
欲
は
こ
の
年
に
突
然
現
わ
れ
た
の
で
は
な
く
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
慶
雲
・
和
銅
・
霊
亀
年
聞
に
は
既
に
こ
の
傾
向
が
官
に
よ
っ
て
指
摘
3
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
は
専
ら
陸
間
開
発

の
み
が
奨
励
さ
れ
大
土
地
所
有
欲
は
陸
田
開
発
に
教
導
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
三
位
一
身
法
に
よ
っ
て
合
法
的
に
水
田
開
発
え
変
化

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
動
向
を
陸
旧
開
発
か
ら
水
間
開
発
え
と
変
佑
せ
し
め
た
の
は
政
治
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
政
策
の
変

伯
は
、
政
権
担
当
者
の
交
替
を
暗
示
す
る
。
事
実
養
老
四
年
（
七
二

O
）
八
月
廿
五
日
の
藤
原
不
比
等
の
死
を
境
と
し
て
、
政
権
は
長
屋
王
え

と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
陸
田
開
発
と
い
う
形
で
土
地
所
有
欲
を
「
教
導
」
し
よ
う
と
し
た
政
策
は
、
会
地
公
民
制
の
立
場
を
堅

持
し
よ
う
と
す
る
藤
原
民
の
政
策
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
長
屋
王
の
時
に
は
こ
の
土
地
所
有
欲
を
そ
の
ま
ま
水
回
開
発
と
し
て
認
め
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
附
一
身
法
が
濯
獅
用
水
の
問
題
を
霊
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
陸
田
開
発
に
は
こ
の
よ
う
な
用
水
の
問
題
が
含
ま
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
陸
田
開
発
は
公
地
制
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
の
歴
史
の
中
で
、
問
題
を
元
に
戻
し
て
考
え
る
と
、
寺
の
土
地
所
有
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
在
地
勢
力
者
が
寺
の

も
つ
特
権
を
利
用
し
て
そ
の
目
的
を
達
せ
ん
と
し
た
こ
と
を
一
析
す
が
、

一
方
で
は
、

こ
の
よ
う
な
形
で
仏
教
が
在
地
勢
力
者
と
結
合
を
持
っ
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

だ
が
先
述
し
た
霊
亀
二
年
五
月
十
五
日
の
詔
は
こ
の
よ
う
な
在
地
勢
力
者
と
仏
教
の
結
合
に
対
し
て
こ
れ
を
統
制
す
る
形
で
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
真
意
は
公
地
制
の
上
に
立
っ
て
寺
の
檀
越
の
大
土
地
所
有
を
統
制
す
る
所
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
思
組
的
に
は
ど
う
い
う
立
場

で
こ
れ
が
な
き
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
来
在
地
勢
力
者
が
寺
を
建
て
る
時
に
は
祖
先
え
の
追
善
供
養
の
為
と
い
う
の
が
多
匂
初
め
か
ら
鎮
護

国
家
の
思
想
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
六
月
廿
五
日
の
太
政
官
符
に
よ
る
と

於
定
額
寺
雄
建
立
有
主
本
願
異
趣
、
而
擁
護
国
家
宣
為
分
別

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
函

一
一
五
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と
国
家
と
檀
越
の
本
願
は
「
趣
を
異
に
」
し
て
い
る
と
す
一
惜
し
か
し
こ
の
仁
寿
年
間
で
は
こ
の
両
者
は
「
擁
護
国
家
、
笠
為
分
別
」
と
一
致

こ
の
両
者
が
一
致
せ
し
め
ら
れ
て
く
る
の
は
大
体
天
平
時
代
か
ら
で
あ
る
と
思
仁
川

r、
平
安
時
代
に
於
て
も
寺
を
建
立

せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

す
る
檀
越
の
本
願
が
国
家
の
本
願
と
異
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
乙
れ
以
前
の
奈
良
時
代
、
そ
れ
も
天
平
以
前
に
於
て
は
、
檀
越
た
る
者
の

本
願
と
国
家
の
本
願
即
ち
鎮
護
国
家
の
思
想
は
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
乙
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
う
い
う
時
に
例
え
寺
が
荒
廃
し
て
い

る
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
に
せ
よ
、
数
寺
を
合
併
す
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
檀
越
の
本
願
を
無
視
し
た
乙
と
で
あ
り
、
唯
鎮
護
国
家

と
し
て
の
仏
教
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
霊
亀
二
年
の
こ
の
詔
の
文
に
続
け
て
い
例
日
本
紀
に
は
民
聞
に
於
け
る
僧
の
問
題
を
取
上
げ
た

公
卿
等
の
意
見
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
闇
場
仏
法
、
聖
朝
上
願
」
と
あ
り
、

こ
こ
に
明
確
に
仏
教
の
受
容
の
主
体
は
国
家
で
あ
る
と
い
う
立

場
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
立
場
で
寺
の
併
合
も
行
わ
れ
、
民
聞
に
於
け
る
勢
力
者
H
櫨
越
と
仏
教
の
結
合
に
対
す
る
統
制
、
そ
し
て
彼

等
の
本
願
の
無
視
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
霊
亀
二
年
の
こ
の
よ
う
な
寺
の
合
併
は
誰
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
藤
原
武
智
麻
呂
伝
に
よ
る
と
藤
原
武
智
麻
呂
が
近

江
守
で
あ
っ
た
時
に
こ
れ
を
提
案
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
続
日
本
紀
に
は
こ
の
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
霊
亀
二
年
の
こ
の
政
策

は
実
は
民
聞
に
於
け
る
僧
に
対
す
る
取
締
り
策
と
一
対
と
な
る
・
も
の
で
あ
る
。
律
令
制
は
公
地
制
の
崩
壊
と
同
時
に
公
民
制
崩
壊
の
現
象
も
現

わ
れ
、
農
民
は
課
役
を
拒
否
す
る
た
め
に
、
私
度
僧
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
民
間
の
僧
の
問
題
を
取
上
げ
た
の
は
武
智
麻
日
で
あ
っ
た
。

続
日
本
紀
に
は
前
述
し
た
如
く
霊
亀
二
年
の
数
寺
兼
併
の
こ
と
述
べ
た
詔
の
後
に
続
け
て

近
江
国
守
従
四
位
上
藤
原
朝
国
武
智
麻
呂
言
、
部
内
緒
寺
多
割
壇
区
、
元
不
造
修
、
虚
上
名
籍
観
其
如
此
更
無
異
量
、
所
有
国
園
自
欲
専

利
、
若
不
匡
正
、
恐
致
減
法
、
回
等
商
量
、
人
能
弘
道
、
先
哲
格
言
、
岡
揚
仏
法
、
聖
制
上
願
、
方
今
人
情
梢
ミ
薄
、
釈
教
陵
遅
、
非
狐

近
江
、
余
国
爾
、
望
遍
下
諸
国
、
革
弊
還
淳
、
更
張
弛
綱
、
仰
称
聖
願
許
之

と
あ
る
。
こ
の
文
中
武
智
麻
自
の
言
葉
は
「
恐
致
減
法
」
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
檀
越
と
寺
田
の
こ
と
に
つ
い
て
の
よ
う
で
あ
る
が
文
意



は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
ζ

の
武
智
麻
呂
の
言
葉
に
直
接
答
え
て
い
る
の
は
「
非
独
近
江
国
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
「
臣
等
商
量
」

以
下
で
あ
り
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
寺
田
の
こ
と
で
は
な
く
「
人
能
弘
道
」
と
い
う
よ
う
に
僧
の
問
題
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
武
智
麻
目

の
言
葉
も
寺
田
や
檀
越
の
こ
と
で
は
な
く
僧
に
つ
い
て
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
だ
が
前
掲
の
文
で
は
こ
の
点
明
ら
か
で
は
な
い
。

武
智
麻
呂
伝
（
以
下
伝
と
い
う
）
の
中
に
も
武
智
麻
日
が
近
江
守
で
あ
っ
た
時
、
仏
教
統
制
の
問
題
に
つ
い
て
朝
廷
に
奏
し
た
言
葉
が
記
載

し
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

奏
目
、
臣
幸
浴
大
佑
、
奇
守
一
国
、
因
公
事
而
巡
民
間
、
就
余
際
而
礼
精
舎
、
部
内
人
民
、
不
知
因
果
、
檀
越
子
孫
、
不
健
罪
業
、
統
領

僧
物
、
専
養
妻
子
、
僧
尼
空
載
名
於
寺
籍
、
分
散
糊
口
於
村
里
、
未
曽
修
理
寺
家
破
壊
、
但
能
致
有
牛
馬
踊
損
、
此
非
所
以
国
家
度
僧
尼

演
仏
化
也
、
若
非
札
挙
、
恐
滅
正
法
、
伏
請
明
裁

こ
の
文
の
前
半
に
「
部
内
人
民
不
知
因
果
」
と
か
「
不
健
罪
業
」
と
か
い
う
詩
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
果
し
て
時
四
亀
年
間
の
も
の
か
ど
う
か
思

想
史
的
に
疑
問
が
あ
り
、
こ
の
伝
の
成
立
時
の
潤
色
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
文
の
初
め
か
ら
「
専
養
妻
子
」
ま
で
の
部
分
は
檀
越

の
行
為
を
批
難
し
て
い
る
し
、

「
僧
尼
」
以
下
の
後
半
の
部
分
で
は
「
分
散
糊
口
於
村
里
」
と
い
う
よ
う
な
僧
国
の
在
り
方
を
「
非
所
以
国
家

度
僧
尼
演
仏
佑
」
と
批
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
武
智
麻
目
の
奏
言
に
対
し
て
伝
の
中
で
直
接
こ
れ
に
答
え
て
い
る
の
は
「
兼
併
数

寺
合
成
一
区
」
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
勅
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
の
勅
の
文
は
実
は
続
日
本
紀
の
霊
亀
二
年
五
月
十
五
日
の
「
兼
併
数
寺
」

の
こ
と
を
述
べ
た
詔
と
殆
ん
ど
同
文
の
も
の
で
あ
る
。
果
し
て
霊
亀
二
年
の
こ
の
詔
は
伝
の
よ
う
に
武
智
麻
呂
の
奏
言
に
答
え
て
出
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
兼
併
数
寺
」
の
こ
と
は
武
智
麻
呂
の
提
案
に
答
え
て
出
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
が
、
果
し
て
そ
う
だ
ろ

う
か
。
こ
の
辺
の
事
情
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

霊
亀
二
年
五
月
十
五
日
の
詔
は
そ
の
文
中
に
「
今
聞
、
諸
国
寺
家
云
々
」

と
あ
る
所
を
み
る
と
、
各
国
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す

る
政
策
と
し
て
こ
の
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
υ

更
に
こ
の
詔
に
続
く
文
に
は
寺
の
資
財
帳
を
作
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
が
、
こ
の
中

奈
良
政
治
思
想
の
一
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に
も
「
叉
聞
諸
国
寺
家
云
々
」
と
あ
り
、
や
は
り
各
国
の
情
報
が
集
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
乙
れ
は
結
局
こ
れ
ら
の
決
定
を
な
す
為
に

太
政
官
で
各
国
の
情
報
を
集
め
た
こ
と
を
う
か
が
わ
し
め
る
。
そ
し
て
近
江
守
で
あ
っ
た
武
智
麻
呂
も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
奏
言
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
だ
が
彼
は
寺
や
檀
越
の
こ
と
の
み
で
は
な
く
更
に
僧
の
乙
と
に
つ
い
て
も
奏
す
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
僧
の
こ
と
に
つ
い
て

奏
し
た
の
は
武
智
麻
呂
だ
け
の
よ
う
だ
つ
た
。
続
日
本
紀
に
特
に
「
近
江
国
守
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
武
智
麻
呂
言
」
と
し
て
彼
の
奏
言
を
取
上

げ
、
こ
れ
に
対
し
て
僧
尼
統
制
の
太
政
官
の
意
見
を
載
せ
て
い
る
の
は
乙
の
故
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
続
日
本
紀
に
武
智
麻
呂
の
言
と
し
て
載
せ

る
も
の
は
前
述
の
如
く
文
意
が
明
ら
か
で
な
く
要
領
を
得
な
い
。
乙
れ
は
考
え
る
に
彼
が
奏
し
た
こ
と
が
僧
の
こ
と
の
み
で
な
く
、
他
の
寺
田

や
檀
越
の
こ
と
に
つ
い
て
も
奏
し
て
い
た
か
ら
、
続
日
本
紀
の
編
集
の
際
に
編
者
が
そ
の
意
を
と
ろ
う
と
し
て
錯
誤
を
お
か
し
た
か
ら
で
は
な

逆
に
伝
に
於
て
は
奏
言
は
前
半
の
檀
越
の
こ
と
、
後
半
の
僧
の
こ
と
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、

い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
内
容
も
明
ら
か
で
あ
る

が
、
伝
に
於
け
る
乙
れ
え
の
答
は
「
兼
併
数
寺
」
の
こ
と
に
な
っ
て
い
て
二
見
答
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
乙
れ
が
答
と
さ
れ
る
所
以
は

霊
亀
二
年
の
詔
が
諸
国
の
情
報
を
前
提
と
し
て
出
さ
れ
、
こ
の
情
報
の
一
つ
と
し
て
武
智
麻
自
の
奏
言
も
あ
っ
た
か
ら
武
智
麻
呂
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
立
場
に
於
て
は
、
乙
れ
が
恰
も
武
智
麻
自
の
み
の
奏
言
に
対
す
る
答
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
意
味
に
於
て
こ
の
詔
が
彼

の
奏
言
の
答
と
さ
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
武
智
麻
呂
が
寺
の
合
併
を
提
案
し
た
と
い
う
こ
と
も
か
く
考
え
れ
ば
成
立
す
る

が
、
し
か
し
こ
れ
は
伝
の
編
者
の
早
計
で
あ
る
。
何
故
な
ら
太
政
官
に
於
て
集
め
た
情
報
は
武
智
麻
自
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
各
国
に
亘
っ
て

い
た
と
恩
わ
れ
、
こ
の
情
報
を
綜
合
す
る
立
場
で
こ
の
詔
は
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
武
智
麻
呂
の
奏
言
の
み
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
だ
か
ら
こ
の
詔
は
当
時
の
太
政
官
の
最
高
の
権
力
者
だ
っ
た
藤
原
不
比
等
の
意
図
に
出
ず
る
も
の
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
武
智
麻

呂
の
特
色
は
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
続
日
本
紀
の
先
述
の
文
で
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
僧
の
統
制
を
進
言
し
た
所
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
こ

と
は
霊
亀
二
年
以
後
の
武
智
麻
呂
の
動
き
を
み
れ
ば
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
彼
は
霊
亀
二
年
五
月
に
近
江
守
で
あ
っ
た
が
、
周
年
十
月
二
十
日

に
は
従
四
位
下
長
田
王
が
近
江
守
と
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
に
よ
る
と
武
智
麻
呂
は
十
月
に
は
近
江
守
を
辞
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
伝
に
は

被
は
十
月
に
式
部
大
輔
に
な
っ
た
と
あ
る
。
次
い
で
養
考
二
年
（
七
一
九
）
九
月
十
八
日
に
は
式
部
卿
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
近
江
守
の
時
に



憎
の
統
制
の
事
を
進
言
し
間
も
な
く
「
徴
」
さ
れ
て
中
央
の
式
部
省
に
帰
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
養
老
元
年
四
月
に
は
詔
が
出

さ
れ
「
百
姓
平
和
違
法
律
、
恐
任
其
情
買
髪
莞
髪
、
轍
著
道
服
、
貌
似
桑
門
情
挟
好
盗
、
詐
偽
所
以
生
」
と
私
度
僧
を
批
難
し
、
続
け
て
「
方
今

小
僧
行
義
弁
弟
子
等
、
零
畳
街
街
、
妄
説
罪
福
、
合
構
朋
党
云
云
」
と
行
基
を
烈
し
く
批
難
し
、
憎
の
民
間
活
動
が
厳
し
く
取
締
ら
れ
る
こ
と

に
な
旬
、
翌
五
月
に
は
や
は
り
私
度
僧
を
取
締
る
詔
が
出
て
い
ね
山
更
に
養
老
二
年
十
月
に
は

「
居
非
精
舎
、
行
宇
和
練
行
、
任
意
入
山
、
轍

造
番
窟
混
濁
山
河
之
清
、
雑
慎
煙
霧
之
彩
」
と
し
て
「
如
斯
之
輩
、
慎
加
禁
除
」
と
い
う
詔
が
出
て
い
ぬ
ω

養
老
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
は

以
前
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
厳
し
い
民
聞
の
僧
尼
取
締
り
が
行
わ
れ
た
。

中
務
、 僧

尼
の
こ
と
は
、
令
集
解
に
よ
る
と
、
「
僧
尼
、
京
国
官
司
、
毎
六
年
造
籍
三
通
：
・
（
中
略
）
：
・
一
通
留
職
園
、
以
外
申
送
太
政
官
、

一
通
送
治
部
」
と
あ
る
。

通

中
央
で
は
中
務
省
と
治
部
省
が
「
僧
尼
名
籍
事
」
を
掌
っ
て
い
た
。
霊
亀
二
年
当
時
中
務
卿
は
大
伴
旅
人

で
、
彼
は
霊
亀
元
年
か
ら
養
老
五
年
ま
で
こ
の
職
に
つ
い
て
い
た
。
治
部
卿
は
霊
亀
三
年
に
石
川
石
足
が
任
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
養
老
五
年

に
は
坂
合
部
王
が
こ
れ
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
的
構
成
の
中
で
、
養
老
元
年
（
霊
亀
三
年
）
か
ら
僧
尼
統
制
を
強
力
に
推
し
進
め
た

の
は
誰
だ
ろ
う
か
。
養
老
四
年
正
月
、
官
は
僧
尼
に
公
験
を
授
け
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
同
年
八
月
三
日
の
詔
に
よ
る
と
「
治
部
省
奏
授
公
験
僧

尼
多
濫
吹
」
と
あ
り
、
治
部
省
が
こ
の
取
締
り
に
当
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
時
の
治
部
卿
石
川
石
足
に
そ
の
責
任
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
彼
は
後
に

藤
原
氏
の
謀
略
に
よ
る
長
屋
王
の
変
に
際
し
権
参
議
に
任
じ
ら
れ
、
変
後
王
の
一
族
の
罪
を
許
す
こ
と
を
伝
え
る
使
に
た
っ
た
り
し
藤
原
氏
に

協
力
的
で
あ
る
。

こ
の
協
力
関
係
は
養
老
頃
に
も
あ
り
僧
尼
の
取
締
り
も
不
比
等
ら
が
太
政
官
で
決
定
し
た
こ
と
を
石
足
が
執
行
し
た
ま
で
だ

ろ
う
。
藤
原
武
智
麻
呂
は
、
か
つ
て
近
江
守
の
時
に
僧
尼
統
制
の
こ
と
を
提
案
し
、
太
政
官
の
意
見
を
そ
の
万
え
向
け
さ
せ
た
人
で
あ
り
、
後

に
「
徴
」
さ
れ
て
中
央
に
帰
っ
た
が
、
間
も
な
く
僧
尼
統
制
の
政
策
が
次
々
に
出
て
い
る
の
を
み
る
と
、
当
時
の
太
政
官
の
最
高
の
地
位
に
不

比
等
が
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
や
は
り
こ
の
僧
尼
統
制
策
は
武
智
麻
呂
の
意
図
に
出
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
宝
令
の
公
地
公
民
の
制
が
漸
次
破
綻
を
来
し
そ
の
破
綻
の
中
で
在
地
勢
力
者
は
寺
田
の
特
権
に
目
を
つ
け
大
土
地
所
有
欲
を
満
そ
う
と

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

九
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し
、
農
民
は
叉
僧
の
持
つ
特
権
を
利
用
し
賦
役
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
こ
に
在
地
勢
力
者
・
農
民
と
仏
教
と
の
結
合
が
生
ま
れ
て
き

一一一

O

た
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
で
、
霊
亀
二
年
在
地
勢
力
者
・
農
民
と
仏
教
と
の
関
係
を
断
た
う
と
す
る
政
策
が
出
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

公
地
公
民
制
の
維
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
藤
原
不
比
等
と
武
智
麻
呂
が
こ
の
よ
う
な
政
策
の
立
案
者
で
あ
り
、
そ
ζ

で
「
闇
揚
仏

法
聖
朝
上
願
」
と
し
て
仏
者
受
容
の
国
家
的
立
場
を
強
調
し
て
、
民
間
仏
教
の
在
り
方
を
統
制
し
た
の
で
あ
る
。
就
中
民
聞
の
僧
の
統
制
は
武

註
智
麻
呂
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
そ
の
中
で
行
基
は
「
小
僧
行
基
」
と
激
し
く
批
難
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
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）
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（
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9
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（叩）

続
日
本
紀
慶
雲
三
年
三
月
丁
巴

グ
和
銅
四
年
十
二
月
両
午

M
H

和
銅
六
年
十
月
戊
戊

F

霊
亀
二
年
五
月
庚
寅

H

霊
亀
元
年
十
月
乙
卯

M
H

養
老
三
年
九
月
丁
丑

M
H

養
老
六
年
間
四
月
乙
丑

竹
田
聴
洲
「
七
世
父
母
孜
」
（
仏
教
史
学
一
の
一
二
）

類
従
三
代
格
巻
三
国
分
寺
事

個
人
の
願
と
国
家
的
内
容
と
が
同
一
の
願
文
の
中
で
論
じ
ら
れ

た
の
は
天
平
十
二
年
の
「
一
切
施
王
所
行
檀
波
羅
蜜
経
」
で
、

乙
の
中
で
、
藤
原
房
前
の
女
、
正
三
位
藤
原
夫
人
は
亡
父
房
前

の
冥
福
を
祈
り
、
亡
父
所
生
の
皇
女
の
繁
栄
を
祈
る
が
同
時
に

「
聖
朝
万
寿
、
国
土
消
平
、
百
僻
尽
忠
、
兆
人
安
楽
」
と
国
家

の
繁
栄
を
祈
り
、
か
つ
臣
下
の
天
皇
え
の
忠
を
願
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
形
の
願
文
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

続
日
本
紀
霊
亀
二
年
十
月
壬
成

P

養
老
二
年
九
月
庚
成

（日）
（臼）

（臼）
（

M
）
 

（お）
（路）

F

養
老
元
年
四
月
壬
辰

F

養
老
元
年
五
月
丙
辰

H

養
老
二
年
十
月
庚
午

令
集
解
巻
三
職
員
令
乙
の
中
の
中
務
卿
の
職
掌
の
中
に
「
僧

尼
名
籍
事
」
が
あ
り
、
そ
の
註
に
「
雑
令
云
」
と
し
て
こ
の
文

が
引
用
し
て
あ
る
。
猶
乙
の
文
は
乙
の
外
、
巻
四
治
部
省
玄
蕃

寮
の
頭
の
職
掌
の
註
の
所
に
も
引
用
し
て
あ
る
。

続
日
本
紀
霊
亀
元
年
五
月
壬
寅
、
任
官
の
こ
と
o

p

養
老
五
年
六
月
辛
丑
多
治
比
県
守
が
任
官

公
卿
補
任
天
平
元
年
の
石
川
石
足
伝
。

乙
の
中
で
、
石
足
は
霊
亀
三
年
五
月
と
養
老
二
年
九
月
の
二
度

ζ

の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
乙
の
資
料
は

何
に
よ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
公
的
記
録
で
は
ζ

の
辺
の
事
情

は
明
か
で
は
な
い
。
乙
こ
で
は
一
応
乙
の
石
川
石
足
伝
に
よ
っ

て
お
く
。

続
日
本
紀
養
老
五
年
六
月
辛
丑

グ
養
老
四
年
正
月
丁
巴

P

八
月
禁
未

（幻）
（四）

（四）
（却）

（匁）

，， 



f、
一一、＿，

天

平

年

の

行

基

養
老
元
年
（
七
一
七
）
行
基
は
前
節
で
述
べ
た
如
く
「
小
僧
」
と
批
難
さ
れ
、
彼
に
従
う
輩
も
厳
し
く
取
締
ら
れ
た
が
、
こ
の
後
の
彼
の
動

き
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

乙
の
後
彼
の
名
が
公
の
記
録
に
現
わ
れ
て
く
る
の
は
天
平
三
年
（
七
三
乙
で
あ
る
。

詔
日
比
年
随
逐
行
基
法
師
優
婆
塞
優
婆
夷
等
、
如
法
修
行
者
、
男
年
六
十
一
己
上
女
年
五
十
五
己
上
、
戚
聴
入
道
、
自
余
持
鉢
行
路
者
、

仰
所
由
司
、
厳
加
捉
揚
、
其
有
遇
父
母
夫
喪
期
年
以
内
修
行
勿
新
｝

乙
の
詔
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
あ
り
、
行
基
の
運
動
が
取
締
ら
れ
た
と
す
る
の
と
w

彼
が
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
の
と
で

あ
る
。

「
如
法
修
行
」
と
か
「
自
余
持
鉢
行
路
者
、
何
所
由
司
、
厳
加
捉
揚
」
と
い
う
言
葉
を
み
れ
ば
こ
れ
は
養
老
年
聞
か
ら
一
貫
し
て
い
る

僧
尼
統
制
の
政
策
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
行
基
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
批
難
す
る
態
度
が
変
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
小
僧
」
と
い
わ
れ
て
い
る
時
は
、
行
基
の
価
値
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
天
平
三
年
の
こ
の
詔
で
は
「
六
十
一
己
上

」
の
男
と
「
五
十
五
巳
上
」
の
女
と
に
「
戚
聴
入
道
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
条
件
に
適
う
全
て
の
人
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
随
逐
行
基
法
師
」
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
如
法
修
行
」
と
い
う
の
が
条
件
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
重
複
し
て
行
基
に
従
う

者
と
い
う
条
件
を
つ
け
こ
れ
に
適
う
者
の
み
に
得
度
を
許
し
た
。

こ
の
こ
と
は
得
度
が
国
家
の
僧
尼
統
制
上
重
要
な
も
の
だ
け
に
、
行
基
に
従

う
と
い
う
こ
と
を
国
家
の
「
法
」
以
外
の
他
の
規
準
と
し
て
認
め
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
基
は
「
小
僧
」
と
し
て
そ
の
価

値
す
ら
否
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
僧
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
公
認
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
こ
こ
で
叉
、
彼
と
彼
に
従
う
人
々
の
運
動
も
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
そ
こ
に
年
令
の
制
限
が
お
か
れ
た
こ
と
は
当
時
男
の
六
十
一
が
課
役
か
ら
放
免
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

律
令
国
家
の
農
民
の
負
担
確
保
の
原
則
を
崩
さ
な
い
範
囲
で
行
基
の
在
り
方
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
天
平
三
年
当
時
は
知
太
政
官
事
に
舎
人
親
王
、
大
納
言
に
藤
原
武
智
麻
呂
が
い
て
藤
原
氏
の
勢
力
が
再
び
拾
頭
し
て
く
る
時
で
久
川
、
武

奈
良
政
治
思
惣
の
一
断
面
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智
麻
呂
は
前
述
し
た
如
く
行
基
ぞ
激
し
く
批
難
し
取
締
ろ
う
と
し
た
人
で
あ
る
。
乙
の
時
に
行
基
の
運
動
が
公
認
さ
れ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
。

長
屋
王
を
倒
し
た
後
藤
原
民
は
ま
ず
班
田
制
を
強
行
し
よ
う
と
し
「
班
口
分
田
依
令
収
授
、
於
事
不
便
、
請
悉
収
更
班
」
と
強
い
政
策
を
と

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
養
老
七
年
の
三
世
一
身
法
に
よ
っ
て
開
墾
を
認
め
ら
れ
た
土
地
は
全
て
未
開
墾
地
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
北
山
茂
夫
民
が
「
荒
れ
果
て
た
口
分
田
が
上
層
身
分
の
占
拠
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
を
公
認
し
た
の
が
三
世
一
身
の

法
の
内
容
の
一
部
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
遠
江
国
浜
名
郡
の
例
で
は
あ
る
が
、

「
全
管
田
」
の
二
割
位
荒
廃
し
て
い
た
よ
う
な
当

時
の
耕
作
の
状
態
で
は
、
乙
の
荒
廃
田
を
再
び
開
墾
し
た
と
い
う
乙
と
は
当
然
起
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
乙
の
時
に
口
分
田
を
班
つ
為
に
令
に

依
ら
ず
悉
く
収
め
て
再
分
割
す
る
と
い
う
の
は
、
口
分
田
の
荒
廃
し
て
農
民
の
所
有
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
も
収
公
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
し
、
乙
れ
は
在
地
で
発
展
し
て
い
る
土
地
所
有
の
否
定
で
公
地
制
の
強
行
で
あ
る
。
続
日
本
紀
天
平
元
年
十
一
月
七
日
諸
司
が
養

考
七
年
よ
り
以
降
開
墾
し
た
土
地
は
全
て
収
公
し
て
土
人
に
給
い
、
自
余
の
開
墾
は
一
応
養
老
七
年
の
格
に
よ
れ
と
し
て
墾
田
の
所
有
は
認
め

る
の
は
認
め
て
い
る
一
勺
阿
波
国
と
山
背
国
の
陸
田
は
山
背
固
に
一
部
例
州
は
あ
る
が
大
体
身
分
の
高
下
を
間
わ
ず
悉
く
収
公
し
当
土
百
姓
に

給
う
と
あ
る
。
陸
固
に
つ
い
て
は
既
に
養
老
初
年
に
於
て
二
十
町
ま
で
耕
作
す
る
乙
と
を
認
め
て
い
た
し
、
こ
れ
を
耕
作
出
来
る
の
は
在
地
の

富
農
層
で
あ
る
。
無
論
在
地
の
富
農
層
ば
か
り
で
は
な
く
、
王
臣
寺
社
も
こ
れ
を
所
有
し
た
。
弘
福
寺
資
財
帳
に
よ
る
と
こ
の
寺
は
和
飼
ニ
年

（七
O
九
）
山
背
固
に
陸
田
三
十
七
町
一
段
ニ
百
六
十
一
歩
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
阿
波
国
と
山
背
国
と
で
は
こ
の
よ
う
な
陸
田
は
富
農
の
も

の
で
あ
れ
王
臣
寺
社
の
も
の
で
あ
れ
収
公
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
陸
田
開
発
の
奨
励
以
来
大
土
地
所
有
に
便
乗
し
て
こ
れ
を
押
し
進

め
て
き
た
王
臣
寺
社
、
就
中
在
地
富
農
層
に
と
っ
て
打
撃
で
あ
っ
た
し
、
い
か
に
そ
の
政
策
が
厳
し
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
阿
波
山
背

両
国
の
陸
固
に
つ
い
て
現
わ
れ
た
政
策
は
藤
原
氏
の
と
っ
た
班
田
制
の
政
策
の
一
端
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
背
後
の
意
図
が
こ
こ
に
は
し
な
く

も
現
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
政
策
が
藤
原
民
に
よ
っ
て
全
国
的
に
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
大
隅
薩
摩
両
国
に
は
そ
れ
ま
で
班
田
制
が
施
行
さ
れ



て
い
な
か
っ
た
の
で
、
農
民
の
有
す
る
墾
田
を
収
公
し
そ
れ
を
施
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
両
国
の
人
々
は
そ
の
墾
田
を
「
不
願
改
動
」
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
宰
府
で
は
「
若
従
班
授
恐
多
喧
訴
」
と
し
て
こ
れ
を
取
止
め
鳩
だ
が
取
止
め
は
し
た
が
こ
れ
は
逆
に
班
田
制
施
行

え
の
政
策
が
辺
境
地
区
に
ま
で
徹
底
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
と
し
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
王
臣
寺
社
は
と
も
あ

れ
、
在
地
の
富
農
層
は
手
を
扶
ぬ
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
大
隅
薩
摩
は
特
殊
か
も
し
れ
な
い
が
墾
田
所
有
者
の
抵
抗
で
こ
れ
が
と
り
や
め
ら
れ

て
い
る
し
、
他
の
地
区
で
も
三
世
一
身
法
以
来
そ
の
土
地
所
有
欲
を
公
認
さ
れ
た
在
地
富
農
周
の
反
抗
が
当
然
予
測
さ
れ
る
。
天
平
二
年
都
に

遠
く
「
安
芸
国
周
防
国
人
等
、
妄
説
禍
福
、
多
集
人
衆
、
妖
洞
死
魂
云
有
所
析
」
と
い
う
よ
う
な
不
穏
の
集
会
が
あ
り
、
近
く
は
「
京
左
側
山

原
、
緊
集
多
人
妖
言
惑
衆
、
多
則
万
人
、
少
乃
数
千
」
と
都
の
附
近
で
も
「
深
違
憲
法
」
よ
う
な
集
会
が
行
わ
れ
た
c

北
山
氏
は
こ
の
都
の
附
近

の
集
会
の
中
心
に
行
基
が
い
た
と
さ
れ
る
怖
い
集
会
の
中
心
は
僧
よ
り
も
む
し
ろ
天
平
元
年
の
班
田
制
強
行
に
よ
り
打
撃
伊
吉
つ
け
る
富
農
一
層
で

あ
っ
た
よ
う

r。
こ
の
こ
と
は
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
置
か
れ
た
惣
管
鎮
撫
使
の
職
掌
を
み
れ
ば
判
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
集
会
に
於
て
思

想
的
に
は
安
芸
国
周
防
国
の
よ
う
に
「
洞
死
魂
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
、

「
妄
説
禍
福
」
と
い
う
よ
う
に
「
因
果
之
理
」
が
説
か
れ

て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

藤
原
民
は
こ
の
よ
う
な
在
地
の
動
き
に
政
治
的
に
対
処
し
、
天
平
三
年
十
一
月
畿
内
惣
管
と
諸
道
鎮
撫
使
を
置
く
こ
と
に
な
片
山
新
田
部
親

王
が
大
惣
倒
固
に
任
命
さ
れ
藤
原
字
合
が
副
惣
管
に
な
っ
た
。
山
陽
道
に
は
多
治
比
県
守
、
山
陰
道
に
は
藤
原
麻
呂
、
南
海
道
に
は
大
伴
道
足
が

夫
々
任
命
さ
れ
た
、
彼
等
に
は
夫
々
「
負
持
弓
箭
」
慌
伎
随
身
を
与
え
、
惣
官
が
入
部
す
る
際
に
は
騎
兵
品
川
疋
を
従
え
る
こ
と
を
許
し
、
鎮
撫
使

に
も
こ
れ
は
許
さ
れ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
は
鎮
撫
使
に
は
与
え
ら
れ
な

こ
れ
ら
を
み
る
と
こ
の
措
置
は
新
し
い
軍
制
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
警
戒
態
勢
は
か
つ
て
平
城
京
造
営
が
行
わ
れ
る
時
に
あ
っ
叫
の

こ
の
外
惣
管
に
は
「
差
発
京
及
畿
内
兵
馬
」
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。

〉
「
ノ
－
7

－
o

カ
J

－
み
ふ

み
で
、
そ
の
時
は
労
働
力
の
徴
発
に
対
し
て
農
民
の
聞
に
不
穏
の
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
今
度
の
場
合
は
少
し
事
情
が

異
っ
て
い
る
。
惣
管
や
鎮
撫
使
の
職
掌
は

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

一一一一一
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捜
捕
結
徒
集
衆
樹
党
仮
勢
、
劫
奪
老
少
圧
略
貧
賎
是
非
時
政
蔵
否
人
物
、
耶
曲
賞
在
之
事
、

叉
断
盗
賊
妖
言
、

自
非
衛
府
執
持
兵
刃
之

類
、
取
時
巡
察
国
郡
司
等
治
績

と
い
う
も
の
で
、
乙
の
中
「
結
徒
集
衆
樹
党
仮
勢
」
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
前
年
の
都
附
近
等
の
集
会
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
惣
管
等

の
設
置
さ
れ
る
に
至
る
動
機
を
も
示
す
が
、
次
の
「
劫
奪
老
少
、
圧
略
貧
賎
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
取
締
ら
れ
る
の
は
、
老
少
に
対
す
る
強

者
で
あ
り
、
貧
賎
に
対
す
る
富
者
で
あ
る
。
更
に
「
是
非
時
政
」
と
い
う
の
は
政
治
批
判
を
す
る
こ
と
で
、
大
関
麗
車
両
国
で
班
田
制
を
行
っ
た

ら
「
恐
多
喧
訴
」
と
い
う
よ
う
な
「
喧
訴
」
が
こ
れ
に
当
る
だ
ろ
う
。

ζ

の
両
国
以
外
に
於
て
も
こ
の
時
点
に
於
て
は
、
前
文
で
富
農
が
取
締

り
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
土
地
所
有
の
傾
向
を
無
視
し
て
班
田
制
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
藤
原
氏
に
対
す
る
富

農
層
の
批
判
が
あ
る
の
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
「
非
衛
府
執
持
兵
刃
之
類
」
と
あ
る
の
を
み
て
も
、
乙
の
よ
う
な
武
器
を
貯
え
う
る
の

も
富
農
層
で
あ
る
所
か
ら
、

ζ

の
よ
う
な
も
の
を
取
締
る
惣
管
鎮
撫
使
の
職
掌
は
前
年
の
大
集
会
に
触
発
さ
れ
て
設
置
さ
れ
、
か
っ
そ
の
大
集

会
の
中
心
に
富
農
層
が
い
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
し
、
藤
原
民
は
自
己
が
強
行
す
る
政
策
に
反
対

す
る
も
の
を
軍
事
力
を
動
員
し
て
抑
圧
す
る
体
制
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
平
二
、
三
年
の
情
勢
の
中
で
行
基
の
運
動
の
公
認
が
な
き
れ
た
の
だ
が
、
北
山
氏
は
こ
れ
を
「
上
層
農
民
乃
至
豪
族
の
出
の

（
店
匂

者
が
や
っ
と
朝
延
の
迫
害
か
ら
か
な
り
自
由
に
な
り
」
下
層
農
民
と
の
聞
に
分
裂
が
策
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
確
に
行
基
の
運
動
に
「
上
層
農
民

（埠】

乃
至
豪
族
」
の
協
力
者
が
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
時
の
権
力
者
藤
原
民
は
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
「
上
層
農
民
乃
至
豪
族
」
即
ち
富
農
層
を

軍
制
と
い
う
よ
う
な
厳
し
い
政
策
を
と
っ
て
抑
圧
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
れ
と
妥
協
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
行
基
の
運
動
の
公

認
を
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
叉
武
智
麻
自
は
か
つ
て
行
基
を
「
小
僧
」
と
批
難
し
た
人
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
天
平
三
年
に
行
基
の
運
動

が
公
認
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
藤
原
民
が
こ
れ
を
や
ら
な
い
の
に
行
基
が
公
認
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
私
は
こ
の
矛
盾
を
解
く
為
に
天
皇
の
容
在
に
注
目
し
考
え
た
い
。



聖
武
天
皇
は
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
即
位
し
た
が
、
時
恰
も
長
屋
王
の
時
代
で
「
責
在
予
一
人
」
と
い
う
形
で
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
災
異

説
と
相
侯
っ
て
天
皇
権
威
の
昂
揚
を
計
ろ
う
と
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
し
、
聖
武
天
皇
即
位
後
は
「
深
窓
幽
冥
」
と
し
て
仏
教
に
対
す
る
依
寄

度
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
長
屋
王
に
も
仏
教
信
仰
は
厚
っ
た
が
、
災
異
説
の
発
展
の
申
で
聖
武
天
皇
即
位
後
に
仏
教
に
対
す
る
依
存
度
が
増
し

た
こ
と
は
、
天
皇
の
意
志
が
政
治
の
中
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
長
屋
王
が
倒
れ
た
後
藤
原
氏
の
拾
頭
期
に
も
天
平
二
年
四
月
「
安
不
之

事
、
在
予
一
人
」
と
し
て
天
下
の
婦
女
に
旧
を
改
め
新
様
を
用
い
よ
と
し
て
い
る
凶
ド
天
平
三
年
十
一
月
に
は
天
皇
が
京
中
を
巡
幸
中
獄
舎
の

囚
人
の
悲
吟
を
き
き
「
降
恩
戚
免
死
罪
己
下
等
賜
衣
服
」
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
天
皇
の
裁
断
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
片
方
で
は
藤
原
氏
が
班
田
制
を
強
行
し
惣
管
鎮
撫
使
の
派
遣
等
を
行
っ
て
い
る
時
、
片
方
で
は
天
皇
の
裁
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
後

も
「
責
在
予
一
人
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
は
屡
々
現
わ
れ
て
く
る
。

彫
、
実
以
朕
之
不
徳
所
致
也
」
と
あ
り
、
更
に
六
年
四
月
に
は
「
地
震
之
災
、
恐
由
政
事
有
閥
、
凡
厩
庶
寮
、
勉
理
職
事
、
自
今
以
後
、
若
不

改
励
、
随
其
状
迩
、
必
将
庇
賠
鷲
」
と
あ
り
、
か
つ
て
長
屋
王
の
時
代
神
亀
四
年
に
「
朕
施
徳
不
明
白
有
悌
憧
耶
将
百
寮
宮
人
不
勤
奉
公
耶
」

と
い
い
「
其
善
者
、
量
与
昇
進
、
其
悪
者
随
状
庇
瓢
」
と
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
形
で
叉
災
異
説
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
同
月
二
十
一

日
に
は
「
比
日
天
地
之
究
有
異
於
常
、
思
朕
撫
育
之
佑
、
於
汝
百
姓
有
所
閥
失
敗
」
と
し
て
使
を
遣
し
民
状
を
問
わ
し
め
て
い
鵠
七
月
に
は

「
頃
者
天
頻
見
異
、
地
数
震
動
、
良
由
朕
訓
導
不
明
、
民
多
入
罪
責
在
予
一
人
」
翌
七
年
五
月
に
は
「
廻
者
災
異
頻
興
、
各
徴
伺
見
、
戦
々
競

天
平
四
年
七
月
に
は
「
従
春
冗
皐
、

至
夏
不
雨
、

百
川
減
水
、

五
穀
梢

々
、
責
在
予
突
」
九
年
五
月
に
は
「
至
今
猶
昔
、
朕
以
不
徳
実
致
弦
災
」
八
月
に
は
「
朕
之
不
徳
、
致
此
災
挟
」
等
々
と
相
続
い
て
災
異
説
が

現
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
は
天
皇
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
皇
の
立
場
は
藤
原
民
の
立
場
と
は
異
っ
て
い
る
。
武
智
麻
呂
伝
に
よ
る
と
武
智
麻
呂
が
大
納
言
か
ら
右
大
臣
に
な
っ
て
い
た

頃
は
「
国
家
段
賑
、
禽
庫
盈
溢
、
天
下
太
平
」
で
あ
り
、

「
屡
省
朝
政
恒
擢
闘
治
、

公
家
之
事
、

知
元
不
為
、

恩
沢
之
令
、
聞
元
不
施
、
由

是
、
天
究
弥
減
、
鬼
神
不
謹
、
百
姓
家
給
人
足
、
朝
庭
垂
扶
元
為
」
と
し
て
い
る
。
武
智
麻
自
が
災
異
を
消
す
よ
う
な
政
治
を
行
い
、
繁
栄
を

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

一
二
五
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も
た
ら
し
た
事
を
讃
え
、
い
か
に
「
輔
政
之
才
」
が
あ
っ
た
か
を
語
っ
て
い
る
。
乙
の
伝
は
天
平
宝
宇
四
年
頃
藤
原
仲
麻
呂
の
時
に
「
父
及
叔

者
、
為
並
聖
代
之
棟
梁
、
共
作
明
時
之
羽
翼
」
と
い
う
意
識
の
下
に
作
ら
れ
た
も
の
均
一
か
ら
い
さ
さ
か
誇
張
が
め
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
比

等
の
時
代
か
ら
藤
原
民
の
立
場
は
既
に
こ
の
よ
う
な
「
輔
政
之
才
」
を
持
ち
「
翼
賛
之
功
」
を
積
み
運
を
安
ん
ず
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
円
切
の

で
、
強
ち
武
智
麻
自
に
つ
い
て
の
み
の
誇
張
で
は
な
い
。
だ
が
天
平
六
年
か
ら
天
平
九
年
に
か
け
て
は
実
際
に
は
災
異
が
多
く
、
七
年
か
ら
は
太

宰
府
に
起
っ
た
疫
病
が
京
に
向
っ
て
蔓
延
し
、
逐
に
藤
原
武
智
麻
呂
、
宇
合
、
房
前
、
麻
自
の
四
子
も
こ
の
為
に
倒
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
下
に
於
て
は
そ
の
責
を
「
在
予
一
人
」
と
し
て
専
ら
天
皇
に
の
み
負
わ
せ
る
乙
と
は
、
藤
原
民
の
立
場
か
ら
は
責
任
の
が

れ
に
な
り
都
合
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
天
皇
に
し
て
は
前
の
長
屋
王
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
災
異
を
口
実
に
災
異
説
を
以
て
「
輔

政
之
才
」
の
否
定
を
行
い
、
天
皇
権
威
の
確
立
を
行
う
に
は
好
機
で
あ
っ
た
。
乙
の
傾
向
が
前
述
し
た
よ
う
に
天
平
六
年
頃
か
ら
の
災
異
説
の

中
に
現
わ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
天
皇
一
は
よ
り
一
層
「
幽
冥
」
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
天
平
六
年
聖
武
天
皇
が
「
朕
以
万
機
之
暇
披
賀
典
籍
、

全
身
延
命
、
安
民
存
業
者
、
経
史
之
中
釈
教
最
上
、
由
是
何
題
三
宝
帰
依
一
乗
」
と
仏
教
至
上
主
義
の
立
場
を
と
る
に
至
る
の
も
当
然
で
あ
ろ

』
F

円
ノ
。

こ
の
よ
う
に
聖
武
天
皇
の
立
場
と
藤
原
民
の
立
場
は
矛
盾
し
て
い
た
が
、

乙
の
矛
盾
は
唯
政
治
思
想
の
上
に
於
け
る
・
も
の
の
み
だ
ろ
う

か
。
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。
乙
の
政
治
思
想
の
矛
盾
が
や
は
り
実
際
政
治
の
上
に
も
現
わ
れ
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
は
藤
原
民
が
公
地
公
民
制

を
維
持
す
る
の
に
対
し
て
大
土
地
所
有
を
公
認
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
災
異
説
の
中
で
「
戦
々
競
々
」
と
し
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
衰
え
た
天
皇
権
威
を
、
何
ら
か
の
形
で
天
武
朝
の
如
く
に
増
大
し
よ
う
と
す
る
政
策
、
聖
武
天
皇
は
こ
れ
ぞ
仏
教
に
求
め
、
仏
教
に
深
く

帰
依
し
そ
れ
を
興
隆
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
面
の
政
策
に
於
て
独
自
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

続
日
本
紀
天
平
七
年
六
月
日
丑
の
条
に
は
次
の
如
き
記
載
が
あ
る
。

勅
目
、
先
令
、
井
寺
者
、
自
今
以
後
更
不
演
弁
、
宜
令
寺
々
務
加
修
造
、
若
有
憐
怠
不
肯
造
成
者
、
准
前
弁
之
、
其
既
井
造
詑
、
不
煩
分

析



寺
の
合
併
が
最
初
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
前
節
で
述
べ
た
如
く
霊
亀
二
年
で
あ
り
、
次
に
養
老
五
年
に
は
「
令
七
道
按
察
使
及
大
宰
府
巡
省
諸

寺
、
随
便
併
合
」
と
霊
亀
二
年
の
政
策
が
受
け
つ
が
れ
て
い
初
日
こ
の
政
策
が
ζ

の
天
平
七
年
の
こ
の
勅
で
変
更
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
。
こ
の
変

更
は
誰
が
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（犯）

天
平
五
年
七
月
孟
蘭
盆
会
に
始
め
て
大
膳
を
し
て
供
養
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
八
月
に
は
「
天
皇
臨
朝
、
始
聴
庶
政
」
と
続
日
本

紀
に
は
あ
る
。

乙
の
時
期
に
何
か
天
皇
の
在
り
方
に
変
佑
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
六
年
に
な
る
と
前
述
の
如
く
「
釈
教

最
上
」
と
天
皇
は
仏
教
至
上
主
義
の
立
場
を
表
明
し
、
七
年
に
な
る
と
五
月
廿
三
日
「
朕
以
寡
徳
、
臨
願
万
姓
、
自
暗
治
機
、
未
魁
寧
済
、
廼

者
災
異
頻
興
、
経
徴
伯
見
、
戦
々
競
々
、
責
在
予
突
」
と
し
て
大
赦
を
行
い
、
翌
日
に
は
「
於
宮
中
及
大
安
・
薬
師
・
元
興
・
興
福
四
寺
、
転

読
大
般
若
経
為
消
除
災
害
、
安
寧
国
家
也
」
と
災
奥
を
消
さ
ん
が
為
に
深
く
仏
教
に
頼
っ
て
い
る

G

そ
し
て
翌
六
月
五
日
に
前
述
し
た
勅
が
出

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
こ
の
勅
は
災
異
説
と
絡
り
当
時
の
天
皇
の
仏
法
帰
依
の
中
か
ら
出
て
き
た
政
策
で
あ
る
と
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

え
る
。
霊
亀
二
年
の
寺
の
併
合
は
藤
原
不
比
等
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
天
平
七
年
の
太
政
官
の
最
高
の
地
位
に
あ
っ
た
武

智
麻
呂
は
、
か
つ
て
霊
亀
二
年
に
は
僧
尼
統
制
の
こ
と
を
献
言
し
、
武
智
麻
目
伝
に
よ
る
と
寺
の
併
合
の
こ
と
も
献
言
し
て
い
る
か
の
如
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
の
解
釈
は
と
も
か
く
と
し
て
当
時
武
智
麻
自
が
寺
の
併
合
に
協
力
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
来
天
平
七

年
ま
で
十
九
年
の
歴
史
を
経
て
い
る
か
ら
武
智
麻
呂
の
思
想
も
変
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
が
公
地
公
民
制
の
維
持
に
熱
意
を
示
し
て
い
る

所
を
み
る
と
、
こ
の
天
平
七
年
の
勅
は
彼
の
意
図
に
出
る
も
の
で
は
な
く
前
述
の
如
く
天
皇
の
意
志
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る

し
、
こ
れ
は
藤
原
民
の
政
策
と
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

天
平
元
年
長
屋
王
が
倒
れ
た
時
か
ら
武
智
麻
呂
が
疫
病
に
倒
れ
る
天
平
九
年
八
月
廿
五
日
ま
で
、
藤
原
民
は
光
明
皇
后
を
擁
立
し
そ
の
勢
力

を
挽
回
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
間
に
あ
っ
て
聖
武
天
皇
の
立
場
は
微
妙
に
こ
れ
と
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
天
平
七
年
に
寺
の
合
併
を
解

く
勅
が
出
て
従
来
の
政
策
の
変
更
が
な
さ
れ
た
。
天
平
七
年
の
勅
を
か
く
考
え
る
時
、
天
平
三
年
行
基
の
運
動
が
公
認
さ
れ
た
の
も
こ
れ
と
同
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じ
ケ
l
ス
で
、
天
皇
の
意
志
に
よ
っ
て
そ
れ
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
叉
行
基
の
運
動
を
公
認
し
た
直
接
の
動
機
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

聖
武
天
皇
の
行
基
等
公
認
の
直
接
の
動
機
を
探
る
契
機
と
な
る
の
は
、
天
平
三
年
と
い
う
年
で
あ
る
。
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
閏
九
月
廿
九

日
聖
武
天
皇
と
安
宿
媛
（
後
の
光
明
皇
后
）

と
の
聞
に
皇
子
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
が
基
王
で
あ
る
。

十
月
五
日
に
は
天
皇
は
皇
子
と
同
日
に

生
ま
れ
た
子
供
に
は
布
一
端
綿
ニ
屯
稲
二
十
束
を
与
え
て
い
る
し
、
十
一
月
二
日
に
は
中
宮
に
於
て
天
皇
は
太
政
官
及
び
入
省
の
賀
を
受
け
、

こ
の
日
皇
子
を
皇
太
子
に
立
て
た
。

一
日
に
は
僧
綱
及
僧
尼
九
十
人
が
上
表
し
こ
れ
を
賀
し
た
。

十
四
日
に
は
大
納
言
多
治
比
真
人
池
守
が

百
官
史
生
を
率
い
て
皇
太
子
ぞ
太
政
大
臣
第
に
拝
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
み
る
と
皇
子
誕
生
が
天
皇
に
と
っ
て
い
か
に
大
き
な
喜
び

で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
し
、
叉
政
治
的
に
も
重
要
な
事
件
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
よ
う
に
祝
福
さ
れ
た
基
王
も
神
亀
五
年
八
月
に
な
る
と
病

に
か
か
り
、

八
月
廿
一
日
「
自
非
三
宝
威
力
、
何
能
解
脱
息
苦
、

因
弦
、
敬
造
観
世
音
菩
薩
像
一
百
七
十
七
掴
並
経
一
百
七
十
七
巻
礼
仏
転

経、

一
日
行
道
、
縁
此
功
徳
欲
得
平
復
」
と
大
規
模
な
仏
教
行
事
が
行
わ
れ
、
大
赦
を
行
い
、
廿
三
日
に
は
使
を
諸
陵
に
遣
し
奉
幣
し
回
愈
を

祈
る
が
、
遂
に
そ
の
甲
斐
な
く
九
月
十
三
日
に
亮
ず
る
。
九
月
十
九
日
こ
れ
を
那
富
山
に
葬
り
、
十
一
月
三
日
に
は
従
四
位
下
智
努
王
を
以
て

造
山
房
司
長
官
と
な
し
、
基
王
の
為
に
山
房
を
作
り
、
廿
八
日
智
行
僧
九
人
を
撰
ん
で
こ
こ
に
住
わ
せ
た
。
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め
で
あ
る
。

こ
の
皇
太
子
の
誕
生
か
ら
病
没
ま
で
は
一
つ
の
事
件
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
長
屋
王
の
変
が
起
り
、
光
明
皇
后
の
擁
立
が
行
わ
れ
て
く

る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
こ
と
は
別
と
し
て
天
皇
・
皇
后
の
亡
児
え
の
愛
着
に
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
天
皇
は
乙
の
後
天
平
三
年
九

月
八
日
自
ら
筆
を
と
っ
て
中
国
の
仏
教
に
関
す
る
詩
文
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
撰
ん
で
書
写
し
て
い
る

0

・
こ
れ
が
震
筆
雑
集
で
あ
る
。

ζ 

れ

は
後
に
聖
武
天
皇
没
後
七
七
日
忌
に
東
大
寺
に
献
納
さ
れ
て
現
在
猶
残
っ
て
い
る
が
、
平
岡
定
海
氏
の
研
究
に
よ
る
と
こ
の
雑
集
は
「
皇
太
子

追
慕
の
宗
教
的
感
情
に
起
因
し
て
天
皇
が
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
き
れ
、
乙
の
書
写
さ
れ
た
九
月
八
日

は
神
亀
五
年
九
月
十
三
日
の
基
王
の
死
か
ら
数
え
て
三
周
忌
の
忌
日
内
に
当
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
切
だ
と
す
れ
ば
こ
の
雑
集
は
皇
太
子
え
の



追
善
供
養
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

天
平
三
年
は
こ
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
。
行
基
等
が
公
認
さ
れ
た
の
は
八
月
七
日
で
め
り
、
雑
集
書
写
の
丁
度
一
月
前
で
あ
る
。
雑
集
書
写

の
日
付
で
あ
る
九
月
入
日
は
こ
の
書
写
の
完
成
し
た
日
で
あ
る
か
ら
こ
れ
以
前
に
天
皇
は
書
写
に
か
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
行
基
の
公
認
は

書
写
の
最
中
か
そ
れ
に
か
か
る
直
前
で
あ
り
、
公
認
は
書
写
、
即
ち
基
王
え
の
追
善
供
養
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昔
か
ら
死
ん
だ
人
え
の
追
善
供
養
の
為
に
得
度
さ
せ
る
例
は
多
い
。
欽
明
十
六
年
八
月
に
は
、
百
済
の
聖
明
王
の
子
余
昌
が
前
年
十
二
月
彼

を
援
け
ん
と
し
て
遂
に
新
羅
人
の
為
に
諒
さ
れ
た
父
聖
明
王
の
為
に
出
家
せ
ん
こ
と
を
乞
い
、
臣
下
に
誠
め
ら
れ
代
り
に
百
人
を
度
し
て
い

る
。
乙
れ
は
百
済
の
例
だ
が
我
が
国
で
は
天
智
四
年
（
七
四
O
）
二
月
廿
五
日
孝
徳
天
皇
の
后
で
あ
っ
た
間
人
大
后
が
嘉
じ
、
三
月
期
日
に
大

店
の
為
に
三
百
品
川
人
を
度
し
て
い
る
。
こ
れ
は
初
七
日
の
目
で
あ
る
。
以
上
は
日
本
書
紀
に
記
し
て
い
る
が
、
以
下
続
日
本
紀
で
見
る
と
、
大

宝
二
年
（
七
O
二
）
十
二
月
廿
二
日
太
上
天
皇
H
持
続
天
皇
が
嘉
じ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
翌
三
年
三
月
十
日
百
人
を
度
す
。
天
平
二
十
年
（

七
四
入
）
四
月
廿
一
日
太
上
天
皇
H
元
正
天
皇
が
嘉
じ
佐
保
山
陵
に
葬
る
が
、
そ
の
年
十
二
月
十
二
日
佐
保
山
陵
を
鎮
め
僧
尼
各
千
人
即
ち
二

千
人
の
僧
尼
を
度
す
。
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
二
日
に
は
太
上
天
皇
H
聖
武
天
皇
が
亮
じ
た
。
彼
の
死
後
は
初
七
・
二
七
・
三
七
の

自
に
七
大
寺
と
か
左
右
京
の
諸
寺
に
於
て
謂
経
せ
し
め
、

五
七
日
に
は
大
安
寺
に
設
斎
し
千
人
の
沙
弥
を
招
き
、

六
七
日
に
は
薬
師
寺
で
設

斎
、
七
七
日
に
は
輿
福
寺
で
設
斎
し
僧
並
沙
弥
一
千
百
人
を
招
い
た
。
十
二
月
三
十
日
に
は
皇
太
子
を
は
じ
め
高
官
を
東
大
寺
・
大
安
寺
・
外

嶋
坊
・
薬
師
寺
・
元
興
寺
・
山
階
寺
に
夫
々
遭
わ
し
、
党
網
経
を
講
ぜ
し
め
普
提
を
弔
っ
て
い
る
が
、
翌
九
歳
正
月
期
日
は
諒
閣
の
故
を
以
て

廃
朝
し
、
八
百
人
を
度
し
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
聖
武
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
で
め
る
。
次
に
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
八
月
十
六
日
に
は

淡
路
廃
帝
H
淳
仁
天
皇
を
改
葬
し
、
浄
行
者
二
人
を
得
度
せ
し
め
て
い
る
。

以
上
死
者
の
菩
提
を
弔
う
為
の
功
徳
と
し
て
、
即
ち
追
善
供
養
と
し
て
得
度
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
が
、
行
基
等
の
得
度
も

結
局
基
王
え
の
追
善
供
養
の
得
度
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ζ

の
こ
と
を
明
確
に
物
語
る
の
は
、
乙
の
得
度
を
許
し
た
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詔
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
。

詔
は
ま
ず
行
基
に
従
う
男
女
に
年
令
の
制
限
を
つ
け
つ
つ
も
得
度
を
許
す
こ
と
を
記
し
、
次
に
自
余
の
持
鉢
の
徒
を
厳
し
く
取
締
る
乙
と
を

述
べ
、
そ
れ
に
続
け
て

其
有
週
父
母
夫
喪
、
期
年
以
内
修
業
勿
論

と
し
て
い
る
。
令
義
解
の
喪
葬
令
に
よ
る
と
「
九
服
紀
者
為
君
父
母
及
夫
、
本
主
、

一
年
。
祖
父
母
養
父
母
五
月
：
・
」
と
あ
り
、
夫
々
の
身
内

の
人
々
に
つ
い
て
喪
に
服
す
る
期
聞
を
決
め
て
い
る
。
叉
律
の
職
制
律
に
よ
る
と
「
凡
聞
父
母
、
若
夫
之
喪
、
匿
不
挙
哀
者
。
徒
二
年
。
喪
制

未
終
。
釈
服
従
吉
。
若
忘
哀
作
楽
。
自
作
遺
人
等
。
徒
一
年
半
・
：
」
と
あ
り
、
乙
の
註
に
「
喪
制
未
終
、
謂
父
母
及
夫
十
三
月
内
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
「
父
母
夫
」
の
喪
中
は
一
年
或
は
十
三
月
内
は
ひ
た
す
ら
謹
慎
し
て
い
な
け
れ
ば
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
天
平

三
年
の
詔
に
よ
る
と
こ
の
よ
う
な
服
喪
期
間
中
に
服
喪
者
が
「
持
鉢
行
路
」
と
い
う
よ
う
に
し
て
仏
教
的
「
修
行
」
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
、
乙
の
よ
う
な
人
々
は
例
え
民
間
僧
を
取
締
つ
で
も
取
締
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
聞
に
於
て
喪
中
に
仏
教
に
よ

っ
て
行
う
追
善
供
養
の
修
行
を
犯
す
べ
き
で
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
霊
亀
二
年
以
来
僧
に
対
す
る
統
制
令
は
屡
々
出
て
い
る
が
こ
の
よ
う

な
附
帯
事
項
は
な
か
っ
た
。
乙
れ
が
こ
乙
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
天
平
三
年
に
民
聞
に
於
て
死
者
え
の
追
善
供
養
と
し
て
仏
教
修
行
す
る
乙
と

が
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
乙
の
詔
の
背
後
に
追
善
供
養
を
仏
教
で
行
う
と
い
う
思
想
が
強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
事
実
聖
武
天
皇
は
乙
の
年
九
月
八
日
に
雑
集
の
書
写
を
自
ら
行
い
亡
児
基
王
を
偲
ん
で
い
る
し
、
そ
れ
は
追
善
供
養
的
色
彩

の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
年
に
出
さ
れ
た
行
基
等
の
公
認
の
詔
の
中
に
追
善
供
養
の
思
想
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
聖
武
天
皇

の
追
善
供
養
の
思
想
と
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
且
つ
行
基
等
を
公
認
し
た
の
が
行
基
と
対
立
感
を
秘
め
る
武
智
麻
呂
等
藤
原

氏
で
は
な
く
、

聖
武
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
公
認
は
行
基
に
従
う
者
を
無
制
限
に
認
め
た
の
で
は
な

く
、
男
は
六
十
一
、
女
は
五
十
五
以
上
と
い
う
制
限
を
お
い
て
い
た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
如
く
公
民
の
課
役
確
保
と
い
う
原
則
を
打
出
し
た
も



の
で
、
乙
の
点
は
藤
原
民
の
政
治
的
立
場
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
て
霊
亀
養
老
年
間
よ
り
一
貫
し
た
も
の
が
あ
る
。
か
く
て
、
聖
武
天
皇
の
基
王
え

の
追
善
供
養
と
い
う
意
志
と
藤
原
民
の
政
治
的
立
場
と
が
絡
っ
て
行
器
等
公
認
の
詔
が
出
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
だ
が
か
く
考

え
る
時
に
猶
残
る
一
つ
の
問
題
は
何
故
聖
武
天
皇
が
行
基
を
撰
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。

天
平
時
代
に
於
け
る
行
基
の
春
在
は
大
き
い
が
、
天
平
三
年
の
行
基
等
の
活
躍
は
統
制
さ
れ
た
の
で
は
な
く
条
件
付
で
は
あ
る
が
公
認
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
聖
武
天
皇
の
亡
児
基
王
え
の
追
善
供
養
の
得
度
と
い
う
形
式
で
な
さ
れ
た
。
だ
が
天
皇
の
動
機
は
と
も
あ
れ
、
行
基
の

活
躍
に
は
「
上
層
農
民
乃
至
豪
族
層
」
の
協
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
平
二
年
の
大
集
会
の
後
に
出
さ
れ
た
行
基
等
の
活
躍
の
公
認
と

い
う
こ
と
に
は
、
客
観
的
に
み
る
と
、
こ
の
集
会
に
集
っ
た
土
地
所
有
欲
を
も
っ
「
上
届
農
民
乃
至
豪
族
層
」
の
意
図
を
認
め
よ
う
と
す
る
要

素
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
聖
武
天
皇
の
意
闘
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
は
俄
に
断
定
は
出
来
な
い
が
、
拝
観
的
に
は
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な

っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
公
地
公
民
制
の
維
持
に
熱
意
を
一
部
す
藤
原
民
は
、
行
恭
等
が
公
認
さ
れ
た
八
月
か
ら
三
ヶ
月
日
の
十
一

月
に
惣
管
鎮
撫
使
を
設
置
し
、
こ
の
よ
う
な
「
上
層
農
民
乃
至
家
族
腐
」
を
厳
し
く
取
締
っ
た
の
で
あ
る
。
北
山
民
は
天
平
三
年
の
行
来
等
の

公
認
を
「
朝
廷
」
が
民
衆
運
動
の
分
裂
を
策
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
こ
れ
を
公
認
し
た
聖
武
天
皇
に
そ
れ
程
の
作
意
が
あ
っ
か
ど
う

か
は
俄
に
断
定
出
来
な
い
し
、
藤
原
民
は
こ
れ
ら
の
運
動
の
主
体
を
な
す
「
上
層
農
民
乃
至
豪
族
」
を
む
し
ろ
厳
し
く
統
制
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
、

「
朝
廷
」
が
民
衆
運
動
の
分
裂
を
策
し
た
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
行
基
等
の
公
認
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
朝
廷
内
部
の

対
立
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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紅
）

天
平
三
年
の
行
基
等
の
公
認
は
追
善
供
養
の
形
式
で
な
会
れ
た
し
、
天
平
七
年
に
寺
の
合
併
に
つ
い
て
の
政
策
が
変
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
檀

こ
と
で
あ
る
。

越
の
本
願
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
彼
等
の
追
善
供
養
の
営
み
が
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
の
ニ
つ
に
つ
い
て
共
通
す
る
こ
と
は
人
聞
の
死
後
の
位
界
、
即
ち
冥
界
の
存
在
が
重
要
な
も
の
と
な
り
、
政
治
の
中
に
介
在

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
天
平
五
年
七
月
「
蜘
令
大
膳
備
孟
蘭
盆
供
養
」
と
あ
る
の
も
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
み
る
と
意
味
が
あ



り
そ
う
で
あ
る
。

叉
天
平
十
二
年
頃
か
ら
の
現
存
す
る
資
料
の
中
で
「
冥
助
」
と
い
う
請
が
現
わ
れ
て
く
る
。

こ
の
「
冥
助
」
は
今
の
我
々
の
い
う
現
実
に
対

す
る
「
冥
界
か
ら
の
助
け
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
亡
き
人
の
菩
提
を
弔
い
そ
の
魂
が
早
く
彼
岸
の
附
界
に
辿
り
つ
く
こ
と
を
助
け
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
ο

天
平
十
三
年
五
月
一
日
の
日
付
を
も
っ
光
明
皇
居
書
写
の
一
切
経
の
奥
書
に

奉
為
尊
考
贈
正
一
位
太
政
大
臣
府
君
、
尊
枇
贈
従
一
位
橘
大
夫
人
、
敬
写
一
切
経
論
及
律
、
庄
厳
既
了
、
伏
願
癌
斯
勝
因
、
奉
資
冥
助
、

永
庇
菩
提
之
樹
、
長
遊
般
若
之
津

と
あ
る
。
こ
こ
に
使
わ
れ
る
「
冥
助
」
は
不
比
等
と
三
千
代
の
霊
魂
が
「
庇
菩
提
之
樹
」

「
遊
般
若
之
津
」
こ
と
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
用
例
は
こ
の
外
天
平
宝
字
六
年
の
百
済
農
虫
の
二
親
の
こ
と
を
祈
っ
た
願
文
に
光
明
皇
后
の
願
文
と
全
く
同
じ
形
式
で
使
わ
れ
て
お

比
、
東
大
寺
一
献
物
帳
の
中
、
天
平
勝
宝
八
歳
の
も
の
に
「
用
比
善
因
、
奉
資
骨
丸
山
肌
早
遊
十
聖
普
済
三
途
：
・
住
鵬
、
出
換
之
岸
」
と
あ
し
い
）
法
隆
寺

献
物
帳
の
天
平
勝
宝
八
歳
の
も
の
に
同
文
で
「
冥
助
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
お
こ
れ
ら
の
「
冥
助
」
は
追
善
供
養
の
為
の
「
冥
助
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
死
者
の
魂
が
彼
岸
に
至
る
こ
と
を
助
け
る
と
い
う
思
想
は
「
冥
助
」
と
い
う
言
葉
は
使
つ
て
は
い
な
い
が
、
古
く
は
法
隆
寺
の

金
銅
釈
迦
三
尊
の
光
背
釘
一
に
も
あ
り
、
一
般
的
な
も
の
可
た
平
時
代
に
な
っ
て
現
わ
れ
た
思
想
で
は
な
い
。
た
だ
「
冥
助
」
と
い
う
言
葉
で
乙

れ
が
表
現
さ
れ
た
の
は
現
在
の
資
料
で
み
る
限
り
天
平
十
二
年
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
冥
助
」
の
語
の
使
用
は
天
平
時
代
に
な
っ
て
死

後
の
世
界
即
ち
冥
界
が
重
視
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

続
日
本
紀
の
天
平
十
三
年
三
月
の
国
分
寺
創
建
の
詔
に
「
所
翼
、
聖
法
之
盛
、
与
天
地
市
永
流
、
擁
護
之
思
、
被
胸
明
市
恒
満
」
と
あ
る
。

文
中
、
明
界
に
「
擁
護
之
恩
」
を
被
る
と
い
う
こ
と
は
現
実
繁
栄
を
願
う
こ
と
で
問
題
は
な
い
が
、
幽
界
に
「
擁
護
之
思
」
を
被
る
と
は
ど
う

こ
れ
を
考
え
る
為
に
玄
肪
の
発
願
に
よ
り
天
平
十
三
年
七
月
十
五
日
に
写
さ
れ
た
千
手
千
限
陀
羅
尼
経
の
奥
書
を
み
て

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

み
よ
う
。

こ
れ
は
は
じ
め
に
天
皇
皇
后
以
下
天
下
の
兆
民
の
繁
栄
を
祈
る
と
同
時
に
「
論
廻
於
地
獄
熱
煩
苦
、
餓
鬼
飢
餓
苦
、
畜
生
逼
迫
苦

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面
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一
三
四

等
、
衆
早
得
出
離
、
同
受
安
寧
」
乙
と
を
願
い
、

つ
い
で
「
聖
法
之
盛
与
天
地
而
永
流
、
擁
護
之
思
、
被
幽
明
而
恒
満
」
と
国
分
寺
創
建
の
詔

と
全
く
同
じ
言
葉
が
あ
る
。
国
分
寺
創
建
の
詔
の
中
で
は
幽
界
が
何
ぞ
指
す
か
明
確
で
は
な
か
っ
た
が
、
玄
関
の
願
文
に
よ
り
幽
界
と
は
地
獄

に
輪
廻
す
る
衆
症
の
世
界
を
指
し
、

「
擁
護
之
恩
」
を
被
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
衆
生
の
苦
を
救
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
分
寺
創
建
の
詔
の
中

こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
な
「
冥
助
」
を
期
待
す
る
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
少
し
下
る
が
神
護
景

雲
三
年
（
七
六
九
）
の
詔
に
は
「
今
世
爾
万
世
間
乃
栄
福
乎
蒙
利
忠
浄
名
乎
顕
之
後
世
爾
万
人
天
乃
勝
楽
乎
受
天
終
爾
仏
止
成
止
：
・
」
と
あ
片
山
こ

で
不
明
な
所
が
こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

乙
で
は
現
世
の
繁
栄
と
死
後
の
安
寧
が
願
わ
れ
て
い
る
。
更
に
宝
亀
元
年
（
七
七
O
）
の
勅
に
は
「
既
往
幽
魂
、
通
上
下
以
証
覚
、
来
今
顕
識

乃
尊
卑
市
同
栄
」
と
幽
界
顕
界
共
に
仏
の
功
徳
を
蒙
る
こ
と
ぞ
願
っ
て
い
侃
「

こ
の
よ
う
に
行
基
等
が
公
認
さ
れ
た
頃
か
ら
幽
界
H
冥
界
が
国
家
的
立
場
で
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が
、
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
冥
界
が
問
題

と
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
を
解
く
鍵
と
し
て
天
平
二
年
に
起
っ
た
大
集
会
に
注
目
し
た
い
。
即
ち
安
芸
周
防
国
の
集
会
で
は
「

妖
嗣
死
魂
」
し
不
穏
な
空
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
京
の
近
く
で
は
「
因
果
之
理
」
を
説
い
て
同
じ
よ
う
な
空
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら

集
会
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
富
農
層
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
彼
等
が
「
妖
調
死
魂
」
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
こ
と
は
既
に
怨
霊

思
想
的
傾
向
を
持
つ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
泊
目
か
つ
て
平
城
京
造
営
当
時
和
銅
二
年
、
農
民
の
聞
に
不
穏
の
空
気
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
に

官
は
造
平
城
京
司
に
命
じ
て
古
墳
の
あ
ば
き
掘
ら
れ
た
の
は
埋
め
飲
め
て
祭
酪
を
加
え
「
以
慰
幽
魂
」
と
し
た
。

乙
こ
で
は
農
民
の
動
き
と
こ

の
幽
魂
と
が
直
接
関
係
ず
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
幽
魂
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
安
芸
周
防
国
の
集
会

で
は
こ
の
幽
魂
リ
死
魂
と
農
民
の
運
動
と
が
関
係
を
持
っ
て
き
た
し
、
後
の
奈
良
麻
呂
の
変
の
後
に
は
亡
魂
に
仮
託
す
る
政
治
批
判
が
現
わ
れ

て
き
た
。
こ
こ
に
は
は
っ
き
り
と
怨
霊
思
想
が
あ
る
。

か
く
考
え
て
く
る
と
反
朝
廷
的
運
動
が
高
ま
っ
て
く
る
と
怨
霊
思
想
的
傾
向
が
強
く
な
り
、
こ
れ
に
思
想
的
に
対
決
す
る
時
は
、
乙
の
幽
魂

を
慰
め
る
こ
と
即
ち
追
善
供
養
の
思
担
が
採
用
さ
れ
る
の
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

こ
乙
に
追
善
供
養
の
思
想
と
し
て
の
仏
教
が
唯
単
な
る
個
人



の
追
善
供
養
の
思
想
と
し
て
で
は
な
く
、
国
家
的
立
場
で
も
そ
の
思
想
が
受
容
さ
れ
て
く
る
必
然
性
が
あ
り
、
追
善
供
養
の
仏
教
が
一
つ
の
政

治
思
想
と
な
る
の
で
あ
る
。

註

（

1
）
 

我
々
の
い
う
「
冥
助
」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
も
あ
る
。
続
日

本
紀
宝
亀
三
年
十
一
月
丙
戊
の
条
ゃ
、
薬
師
寺
東
塔
擦
銘
（
寧

楽
遺
文
（
下
）
金
石
文
）
に
こ
の
用
例
が
み
ら
れ
、
平
安
時
時

代
に
も
多
く
使
く
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
乙
乙
で
は
、
こ
の
用

例
は
論
の
対
象
と
し
な
い
。

寧
楽
遺
文
（
下
）
経
典
肢
語
「
自
愛
経
」

グ

F

「
金
光
明
最
勝
王
経
巻
一

O
」

P

献
物
帳
「
東
大
寺
献
物
帳
」

M

H

F

「
法
隆
寺
献
物
帳
」

F

金
石
文
「
金
銅
釈
迦
三
尊
造
像
記
」

竹
田
聴
洲
「
七
世
父
母
孜
」

寧
楽
遺
文
（
下
）
経
典
殴
語
「
千
手
千
限
陀
羅
尼
経
」

続
日
本
紀
神
護
景
雲
三
年
十
月
朔
の
詔

グ
宝
亀
元
年
七
月
乙
亥

佐
伯
有
清
「
8

・9
世
紀
の
交
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
史
的
考

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）奏

良
政
治
思
想
の
一
断
面

（ロ）
へ日）

察

l
殺
牛
祭
神
を
め
ぐ
っ
て

l
」

（
歴
史
学
研
究
二
二
四
号
）
三
四
頁

続
日
本
紀
夫
平
宝
字
元
年
七
月
甲
寅
の
勅

推
古
十
四
年
に
は
「
自
是
歳
初
毎
寺
、
四
月
八
日
、
七
月
十
五

日
設
斎
」
と
あ
り
、
斎
明
五
年
に
も
「
詔
群
臣
、
於
京
内
諸

寺
、
勧
講
孟
蘭
盆
経
、
使
報
七
世
父
母
」
と
あ
り
、
天
皇
が
追

善
供
養
と
し
て
の
孟
蘭
盆
の
行
事
を
行
わ
せ
て
い
る
が
、
乙
れ

ら
の
場
合
、
追
善
供
養
の
対
象
と
な
る
の
は
「
七
世
父
母
」
と
い

う
よ
う
に
天
皇
、
群
臣
、
旧
家
族
の
夫
々
の
先
祖
で
あ
り
、
天

皇
が
音
頭
は
と
る
が
、
実
際
に
こ
れ
を
行
う
の
は
群
臣
か
旧
家

族
で
あ
る
。
天
皇
の
責
任
に
於
て
乙
れ
ら
「
七
世
父
母
」
全
て

即
ち
「
幽
魂
」
の
追
善
供
養
を
行
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
聖

武
天
皇
の
国
分
寺
創
建
の
詔
や
そ
の
後
に
於
て
は
、
天
皇
が
冥

界
に
於
て
苦
を
受
け
る
衆
生
即
ち
幽
魂
全
て
の
追
善
供
養
を
行

う
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
三
五
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A phase of political thoughts of Nara-period, 

-centering at Tempyo the 3rd, -

by Y. Cho 

ln the period of Nara when Ko-chi, ko-min system (0il!! · 0 
~-public land, public people) was gradually crumbling, Fujiwara 

Fuhito and Takechimaro strived for its reconstruction. In this 

course, the possession of Jiden (~EEl - temples field) by local 

influential men and the private enterance into the priesthood of 

peasants became questioned. Each several temples were united 

into a large one, and the private enterance into the priesthood 

was controlled, and especially Gyo-ki (ff£) and his followers 

-w-ere severely accused. 



-5-

The promotor of the latter policy was Takechimaro. After 

the death of Fuhito in the 4th year of Yoro (~%) , the political 

power was handed to Nagaya-6 (-Ilf:~.:E) , and the policy was 

changed. 

However, after the event of Nagaya-6 the Fujiwara clan 

such as Takechimaro began to reassert themselves, and the 

holding of ko-chi system was enphasised again. 

ln the 3rd year of Tempyo, Gyo-ki and so were officially 

recognized, which was done not by Takecrimaro, who accused 

himself Gyo-ki and so, but by Emperor Sh6-mu (~llt) • 

Emperor Sho-mu lost his beloved child in Jinki (~-g) the 

5th, and in Tempyo the 3rd, for the repose of his child's soul, he 

entered the Buddhist priesthood, and then Gyo-ki and so were 

officially recognized. 

This stand-point differed from that of the Fujiwara-clan, 

and the policy of stopping the combination of temples in Tempyo· 

the 7th which was performed by the will of the Emperor differed 

the policy of the latter too. 

Besides, the establishment of temples were chiefly for the 

repose of ancestors' soul, so the stoppage of the combination of 

temples meant to recognize the thought of memorial service in 

the establishment of a temple. 

In this way, the thought of memorial service became impo­

rtant in Tempyo-period, this was because of the existence of 

the thought of revengeful spirits which insisted a curse of dead 

spirits in the anti-cho-tei (~~) movement of local influential 

men, and Emperor confronted this with the thought of memorial 

service and the Fujiwara-clan with a milltary system. 
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